
 

 

 

 

 

 

 

 

３-１．水位計等観測実態調査（アンケート調査）結果  



 

（１）アンケート調査の概要 

１）目的  ：平成27年度に実施した「下水道管渠内水位等の観測情報の蓄積に係るアン

ケート」のフォローアップ 

２）調査期間：令和5年7月5日（水）～令和5年8月4日（金） 

３）調査対象：都道府県及び市町村（下水道事業による浸水対策を実施している全ての市

町村）（約1100団体） 

４）回答方法：公益財団法人日本下水道新技術機構が管理するＷＥＢ画面または電子メー

ル 

５）回答数 ：904件 

６）集計期間：令和5年8月25日（金）～令和5年9月15日（金） 

７）留意点 ：流域下水道を保有している都道府県が、流域下水道単位で複数回答してい

る場合は独立した回答として扱っている。 

 

【調査項目】 

①観測情報の蓄積 

ⅰ）観測機器の設置数 

・水位計（管渠内、ポンプ場内、貯留施設内）、流量計（管渠内）、雨量計、浸水計 

ⅱ）水位計や流量計の設置に関して 

・条件、環境 ：排除方式、設置期間、設置区分、観測目的、 

情報の提供方法と提供先 

・計測器 ：排水区内及び局所的な設置場所、型式 

・観測データ：表示や管理方法、収集装置の設置場所、危機管理の方法 

②計測器の維持管理 

ⅰ）観測上の問題点の有無とその内容 

・『夾雑物の影響』：具体例・『水流の乱れ』 ：具体的な設置位置 

・『計測器の腐食』：設置期間、腐食箇所、腐食部の材質、影響 

ⅱ）点検周期とメンテナンス周期 

ⅲ）水位計1台当たりの設置費と維持管理費（現状と妥当の費用） 

ⅳ）問題点に対する独自の工夫や改善方法 

③その他 

ⅰ）河川等の外水位の観測情報の有無 

 

  



 

（２）アンケート集計結果 

 

質問Ａ：観測情報の蓄積について 

 

 

 

  

205

139

699

823

904

962

- 200 400 600 800 1,000 1,200

R5

H27

回答数（件）

（A-1）下水道による豪雨対策として、下水道管渠内等の水位や流量、降雨量、等の

観測情報に関する蓄積の有無を選択してください。

a. 有り b. 無し

108

74

52

41

21

9

21

13

202

137

- 50 100 150 200 250

R5

H27

回答数（件）

（A-2） （（A-1）で「a. 有り」と答えた方）計測器の設置数を選択してください。

（A-2-1） 水位計（下水道管渠内の水位）

a. 無し b. 1台以上、5台未満 c. 5台以上、10台未満 d. 10台以上

57

36

69

52

24

18

52

34

202

140

- 50 100 150 200 250

R5

H27

回答数（件）

（A-2） （（A-1）で「a. 有り」と答えた方）計測器の設置数を選択してください。

（A-2-2） 水位計（ポンプ場内の水位）

a. 無し b. 1台以上、5台未満 c. 5台以上、10台未満 d. 10台以上



 

 

 

 

  

109

70

59

47

18

8

17

13

203

138

- 50 100 150 200 250

R5

H27

回答数（件）

（A-2） （（A-1）で「a. 有り」と答えた方）計測器の設置数を選択してください。

（A-2-3） 水位計（貯留施設内の水位）

a. 無し b. 1台以上、5台未満 c. 5台以上、10台未満 d. 10台以上

168

113

22

19

7

2

4

3

201

137

- 50 100 150 200 250

R5

H27

回答数（件）

（A-2） （（A-1）で「a. 有り」と答えた方）計測器の設置数を選択してください。

（A-2-4） 流量計（下水道管渠内の流量）

a. 無し b. 1台以上、5台未満 c. 5台以上、10台未満 d. 10台以上

78

34

87

74

16

14

20

16

201

138

- 50 100 150 200 250

R5

H27

回答数（件）

（A-2） （（A-1）で「a. 有り」と答えた方）計測器の設置数を選択してください。

（A-2-5） 雨量計（降雨量）

a. 無し b. 1台以上、5台未満 c. 5台以上、10台未満 d. 10台以上



 

 

 

 

  

195

135

1

1 2

3

1

201

137

- 50 100 150 200 250

R5

H27

回答数（件）

（A-2） （（A-1）で「a. 有り」と答えた方）計測器の設置数を選択してください。

（A-2-6） 浸水計（地上部の浸水深）

a. 無し b. 1台以上、5台未満 c. 5台以上、10台未満 d. 10台以上

177

122

15

11

4

1

2 198

134

- 50 100 150 200 250

R5

H27

回答数（件）

（A-2） （（A-1）で「a. 有り」と答えた方）計測器の設置数を選択してください。

（A-2-7）その他の計測器

a. 無し b. 1台以上、5台未満 c. 5台以上、10台未満 d. 10台以上

- 1 2 3 4 5 6 7 8

pH計

温度・湿度・気圧・風速

監視カメラ

降雨強度計

最高水位観測装置

水位計

油量計

流向計

未回答

回答数（件）

（A-2） （（A-1）で「a. 有り」と答えた方）計測器の設置数を選択してください。

（A-2-7）その他の計測器 内容



 

 

 

 

  

79

62

132

86

57

18

268

166

- 50 100 150 200 250 300

R5

H27

回答数（件）

（A-3） （（A-2）で「水位計」又は「流量計」が1台以上有ると答えた方）計測器を設置している

下水道の排除方式を選択してください。（複数回答可）

a. 合流式 b. 分流雨水式 c. 分流汚水式

76

64

49

20

66

35

191

119

- 50 100 150 200 250

R5

H27

回答数（件）

（A-4） （（A-2）で「水位計」又は「流量計」が1台以上有ると答えた方）観測情報の

蓄積年数を選択してください。

a. 5年未満 b. 5年以上、10年未満 c. 10年以上

185

117

12

4

197

121

- 50 100 150 200 250

R5

H27

回答数（件）

（A-5） （（A-2）で「水位計」又は「流量計」が1台以上有ると答えた方）

設置区分を選択してください。（複数回答可）

a. 常設 b. 仮設（短期調査）



 

 

 

 

  

78

60

105

79

64

10

247

149

- 50 100 150 200 250 300

R5

H27

回答数（件）

（A-6） （（A-2）で「水位計」又は「流量計」が1台以上有ると答えた方）

（A-6-1）観測情報のデータ表示及びデータ管理の方法を選択してください。（複数回答可）

a. 観測情報の単独表示盤 b. 処理区域内施設の監視装置 z. その他

- 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

ASP
IoT

SDカード
Web

アプリ
クラウド

サーバー
データロガー

データ保存なし
一括監視
観測機器

施設監視装置
紙帳票

職員確認
中央監視室

独自システム

回答数（件）

（A-6） （（A-2）で「水位計」又は「流量計」が1台以上有ると答えた方）

（A-6-1）観測情報のデータ表示及びデータ管理の方法を選択してください。（複数回答可）

その他回答内容

47

34

123

88

49

9

219

131

- 50 100 150 200 250

R5

H27

回答数（件）

（A-6） （（A-2）で「水位計」又は「流量計」が1台以上有ると答えた方）

（A-6-2）観測データ収集装置の設置場所を選択してください。（複数回答可）

a. 観測機器の近傍 b. 監視装置の収納施設 z. その他



 

 

 

  

28

13

12

9

31

17

154

107

23

10

6

1

33

22

33

17

21

9

342

204

- 50 100 150 200 250 300 350 400

R5

H27

回答数（件）

（A-7） （（A-2）で「水位計」又は「流量計」が1台以上有ると答えた方）

（A-7-1）観測情報を蓄積する目的を選択してください。（複数回答可）

a. 現状の能力評価検討の精度向上（管渠ネットワーク構造等の妥当性の確認）

b. 現状の能力評価検討の精度向上（有効雨量の算定のための係数設定）

c. 施設計画の検討精度の向上

d. ポンプやゲート等の運転制御

e. 住民への情報提供

f. 地下街管理者への情報提供

g. 要配慮者利用施設への情報提供

h. 他部局への情報提供

i. 対策施設等の浸水軽減機能の確認

z. その他

- 1 2 3 4 5 6

維持管理年報の作成

合流下水の流量測定

豪雨時の状況把握

施設の運転管理

止水板設置の判断

情報提供

浸水予測

不明水対策

流域下水道の水量算定

回答数（件）

（A-7） （（A-2）で「水位計」又は「流量計」が1台以上有ると答えた方）

（A-7-1）観測情報を蓄積する目的を選択してください。（複数回答可）

その他回答内容



 

 

 

 

  

4

3

15

5

4

1

6

4

29

13

- 5 10 15 20 25 30 35

R5

H27

回答数（件）

（A-7-2） （（A-7-1）で「e. 住民への情報提供」と答えた方）

住民への情報提供の方法を選択してください。（複数回答可）

a. 掲示板 b. サイレン c. インターネット d. メール z. その他

- 1 2 3

アプリ（導入予定）

パトライト

回転灯

情報提供は行っていない

必要に応じて口頭にて水位状況を説明

回答数（件）

（A-7-2） （（A-7-1）で「e. 住民への情報提供」と答えた方）

住民への情報提供の方法を選択してください。（複数回答可）

その他回答内容

26

18

14

6

40

24

- 5 10 15 20 25 30 35 40 45

R5

H27

回答数（件）

（A-7-3） （（A-7-1）で「g. 他部局への情報提供」と答えた方）

他部局を選択してください（複数回答可）

a. 防災部局 z. その他



 

 

 

  

- 1 2 3 4 5 6

環境部局

管内市町村

市民部局

周辺市町村

土木部局

道路部局

流域下水道管理者

回答数（件）

（A-7-3） （（A-7-1）で「g. 他部局への情報提供」と答えた方）

他部局を選択してください（複数回答可）

その他回答内容

57

31

19

18

3

4

25

16

11

7

4

129

96

8

3

32

13

13

7

19

5

313

198

- 50 100 150 200 250 300 350

R5

H27

回答数（件）

（A-8） （（A-2）で「水位計」又は「流量計」が1台以上有ると答えた方）

計測器の設置場所を選択してください。（複数回答可）

a. 排水区の流末地点

b. 分水等の特殊な構造物の近傍

c. 特徴的な構造を有する路線

d. 河川等の背水の影響を受ける路線

e. 土地利用が類似した集水地点

f. シミュレーション実施後に確認された浸水箇所やネック箇所

g. ポンプ場等の施設運転のトリガー箇所

h. 地下街等、生命保護の観点で重要な地点

i. 浸水常襲地区

j. 対策施設の浸水軽減機能が確認できる地点

z. その他



 

 

 

 

  

- 1 2 3 4 5 6 7 8

MP

溢水箇所

雨水貯留施設

雨水吐室

下水処理場流入口

重点的に監視が必要な地点

浸水SML上の任意地点

排水樋管近傍

不明水流入予想地点の下流

流域幹線の接続点

未回答

回答数（件）

（A-8） （（A-2）で「水位計」又は「流量計」が1台以上有ると答えた方）

計測器の設置場所を選択してください。（複数回答可）

その他回答内容

81

46

115

80

22

12

9

3

24

12

251

153

- 50 100 150 200 250 300

R5

H27

回答数（件）

（A-10） （（A-2）で「水位計」又は「流量計」が1台以上有ると答えた方）

データ表示・記録装置等の地震や洪水対策等、危機管理を選択してください。（複数回答可）

a. 堅固な基礎上に設置 b. 冠水しない高さに設置 c. 計測器の二重化

d. 伝送システムの二重化 z. その他

54

44

53

29

42

26

149

99

- 20 40 60 80 100 120 140 160

R5

H27

回答数（件）

（A-11） （（A-2）で「（A-2-1）水位計（下水道管渠内の水位）」が1台以上有ると答えた方）

計測器の局所的な設置場所を選択してください。（複数回答可）

a. 暗渠 b. マンホール c. 開渠



 

 

 

 

  

23

14

147

98

16

13

48

30

5

4

37

24

24

15

300

198

- 50 100 150 200 250 300 350

R5

H27

回答数（件）

（A-12） （（A-2）で「水位計」が1台以上有ると答えた方）

計測器の型式を選択してください。（複数回答可）

a. エアパージ式（気泡式） b. 投込圧力式

c. 流水用レベル計（ダイヤフラム圧力式） d. 空中超音波式

e. 潜水超音波式 f. 電波式

z. その他

- 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

フロート式

圧力式

光ファイバー式

最高水位観測装置

静電容量式

超音波式

電極式

投込式

浮子転倒式

未回答

回答数（件）

（A-12） （（A-2）で「水位計」が1台以上有ると答えた方）

計測器の型式を選択してください。（複数回答可）

その他回答内容

53

30

6

6

96

59

4

3

15

11

174

109

- 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

R5

H27

回答数（件）

（A-13） （（A-12） で「b. 投込圧力式」と答えた方）

センサの型式を選択してください。（複数回答可）

a. 半導体圧力ゲージ b. セラミック式 c. 差動トランス式 d. 水晶振動子 z. その他



 

 

 

 

  

- 1 2 3 4

4B7型差変圧器

シリコン振動式

ダイヤフラム式

ベロフラム式

圧力ゲージ

差動変圧式

静電容量式

投込圧力式

半導体圧力センサ

不明

変動電圧式

回答数（件）

（A-13） （（A-12） で「b. 投込圧力式」と答えた方）

センサの型式を選択してください。（複数回答可）

その他回答内容

39

28

4

3

43

31

- 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

R5

H27

回答数（件）

（A-14） （（A-2）で「流量計」が1台以上有ると答えた方）

計測器の局所的な設置場所を選択してください。（複数回答可）

a. 暗渠 b. 開渠

1

2

9

5

18

14

15

10

43

31

- 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

R5

H27

回答数（件）

（A-15） （（A-2）で「流量計」が1台以上有ると答えた方）

計測器の型式を選択してください。（複数回答可）

a. せき式 b. フリューム式 c. 面速式 z. その他



 

 

 

質問Ｂ：計測器の維持管理について 

 

 

  

- 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

超音波式

電磁式

回答数（件）

（A-15） （（A-2）で「流量計」が1台以上有ると答えた方）計測器の型式を選択してください。

（複数回答可）

その他回答内容

65

50

134

75

199

125

- 50 100 150 200 250

R5

H27

回答数（件）

（B-1） （（A-2）で「水位計」又は「流量計」が1台以上有ると答えた方）

観測上の問題点の有無を選択してください。

a. 有り b. 無し

7

5

5

5

4

1

12

13

27

25

19

17

2

2

6

7

22

14

14

10

7

4

125

103

- 20 40 60 80 100 120 140

R5

H27

回答数（件）

（B-2） （（B-1）で「a. 有り」と答えた方）観測上の問題点を選択してください。（複数回答可）

a. 水流の乱れ b. 精度が低い c. ドリフト

d. 計測器の腐食 e. 夾雑物の影響 f. 点検作業性が悪い

g. 点検周期が短い h. メンテナンス周期が短い i. 設置費が高い

j. 維持管理費が高い z. その他



 

 

 

 

  

- 1 2

スカムの影響

機器費（水位計本体）が高い

機器不具合の発生が多い

急激な水圧の負荷により故障する場合がある

精密機器なので老朽化が早い

電池式のため、定期的に電池を交換しなければならない

流水面の波により観測値に誤差が生じる

回答数（件）

（B-2） （（B-1）で「a. 有り」と答えた方）観測上の問題点を選択してください。（複数回答可）

その他回答内容

3

1

2

3

2

2

7

6

- 1 2 3 4 5 6 7 8

R5

H27

回答数（件）

（B-3） （（B-2）で「a. 水流の乱れ」と答えた方）具体的な設置位置を選択してください。

a. 曲がり部 b. 合流部 c. 分流部 d. 収縮部 e. 拡大部 z. その他

- 1 2

一次的な大雨により、急激に流速が増すため

上流管きょと下流管きょの落差が大きい人孔等

回答数（件）

（B-3） （（B-2）で「a. 水流の乱れ」と答えた方）具体的な設置位置を選択してください。

その他回答内容



 

 

 

 

  

1

1

1

3 11

11

15

13

- 2 4 6 8 10 12 14 16

R5

H27

回答数（件）

（B-4） （（B-2）で「d. 計測器の腐食」と答えた方）計測器の設置期間、腐食箇所、

腐食部の材質、影響、を選択してください。（複数回答可）

（B-4-1）計測器の設置期間

a. 1年未満 b. 1年以上、3年未満 c. 3年以上、5年未満 d. 5年以上

9

11

4

6

2

3

6

3

5

3

26

26

- 5 10 15 20 25 30

R5

H27

回答数（件）

（B-4） （（B-2）で「d. 計測器の腐食」と答えた方）計測器の設置期間、腐食箇所、

腐食部の材質、影響、を選択してください。（複数回答可）

（B-4-2）腐食箇所

a. センサ（計測器の測定部） b. 計測器の本体ケース

c. 計測器の電気ケーブル接続部 d. 電気ケーブル

e. 計測器の支持材 z. その他

5

5

4

2

5

4

14

11

- 2 4 6 8 10 12 14 16

R5

H27

回答数（件）

（B-4） （（B-2）で「d. 計測器の腐食」と答えた方）計測器の設置期間、腐食箇所、

腐食部の材質、影響、を選択してください。（複数回答可）

（B-4-3）腐食箇所の材質

a. SUS304 b. SUS316 z. その他



 

 

 

 

  

- 1 2

PVC、ゴム

ゴム（ベロフラム）

銅

不明

溶接接合部などのSUS以外の材質を含むもの

回答数（件）

（B-4） （（B-2）で「d. 計測器の腐食」と答えた方）計測器の設置期間、腐食箇所、

腐食部の材質、影響、を選択してください。（複数回答可）

（B-4-3）腐食箇所の材質 その他回答内容

10

9

1 3

3

1 15

12

- 2 4 6 8 10 12 14 16

R5

H27

回答数（件）

（B-4） （（B-2）で「d. 計測器の腐食」と答えた方）計測器の設置期間、腐食箇所、

腐食部の材質、影響、を選択してください。（複数回答可）

（B-4-4）影響

a. 誤表示 b. 漏電 c. 起動不可 z. その他

- 1 2

故障等にまでは至っていない。

回答数（件）

（B-4） （（B-2）で「d. 計測器の腐食」と答えた方）計測器の設置期間、腐食箇所、

腐食部の材質、影響、を選択してください。（複数回答可）

（B-4-4）影響 その他回答内容



 

 

 

 

  

4

7

4

7

18

14

8

4

4

1

38

33

- 5 10 15 20 25 30 35 40

R5

H27

回答数（件）

（B-5） （（B-2）で「e. 夾雑物の影響」と答えた方）具体例を選択してください。（複数回答可）

a. 管渠内の壁・底への堆積による流路の変化 b. 計測器への堆積による流路の変化

c. 計測器のセンサ部の埋没 d. 計測器への衝突による破損

z. その他

- 1 2

ゴミの付着

センサ部に夾雑物が付着

枝葉等の引っ掛かり

流入渠内設置のものは、スクリーン詰まり等により水路

水位と誤差がでる

回答数（件）

（B-5） （（B-2）で「e. 夾雑物の影響」と答えた方）具体例を選択してください。（複数回答可）

その他回答内容

16

16

4 9 29

25

- 5 10 15 20 25 30 35

R5

H27

回答数（件）

（B-6） （（B-2）で「f. 点検作業性が悪い」と答えた方）理由を選択してください。（複数回答可）

a. 狭い空間 b. 水没 z. その他



 

 

 

 

  

- 1 2 3

R3とR4に水位計を設置したところであるため、今後、適

正なメンテナンス周期を検討予定

空中超音波式のため維持管理において、点検装具（脚

立）が必要となる。

高濃度硫化水素の発生、設置箇所の構造

大深度の幹線等で地上とのやり取りが困難（電波障害

等）

天候に左右される。雨水の影響が少ない時のみ。仮設の

ため表示機器を運搬する必要がある。

点検口が腐食している。

投込圧力式の場合、周辺汚泥堆積時は引上点検後定位

置に沈降しない場合有

道路上のマンホール内及び地下構造物内に設置してい

るため点検の都度、道路使用許可等の手続が必要

回答数（件）

（B-6） （（B-2）で「f. 点検作業性が悪い」と答えた方）理由を選択してください。（複数回答可）

その他回答内容

10

7

10

10

46

23

119

75

185

115

- 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

R5

H27

回答数（件）

（B-7） （（A-2）で「水位計」又は「流量計」が1台以上有ると答えた方）

実態を選択してください。（複数回答可）

（B-7-1）点検周期

a. 1週間未満 b. 1週間以上、2週間未満 c. 2週間以上、1ヶ月未満 d. 1ヶ月以上



 

 

 

 

  

11

9

83

48

17

15

71

40

182

112

- 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

R5

H27

回答数（件）

（B-7） （（A-2）で「水位計」又は「流量計」が1台以上有ると答えた方）

実態を選択してください。（複数回答可）

（B-7-2）メンテナンス周期

a. 1回／半年 b. 1回／年 c. 1回／2年 z. その他

- 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30

1回/3～5年

1回/3ヶ月

1回/月

1回/年

2回/年

5年以上

ストマネ計画に準拠

異常時

状態監視

随時

不要

未実施

未回答

回答数（件）

（B-7） （（A-2）で「水位計」又は「流量計」が1台以上有ると答えた方）

実態を選択してください。（複数回答可）

（B-7-2）メンテナンス周期 その他回答内容



 

 

 

  

- 10 20 30 40 50

100万円/台未満

100万円～200万円/台

200万円～300万円/台

300万円～400万円/台

400万円～500万円/台

500万円/台以上

その他・不明ほか

回答数（件）

（B-8） （（A-2）で「水位計」が1台以上有ると答えた方）

水位計1台当たりの現状及び妥当な設置費、維持管理費をご回答ください。

（概算、材工・電気設備・電気代・人工含む）

（B-8-1）設置費 現状（円／台）

H27 R5

- 10 20 30 40 50

100万円/台未満

100万円～200万円/台

200万円～300万円/台

300万円～400万円/台

400万円～500万円/台

500万円/台以上

その他・不明ほか

回答数（件）

（B-8） （（A-2）で「水位計」が1台以上有ると答えた方）

水位計1台当たりの現状及び妥当な設置費、維持管理費をご回答ください。

（概算、材工・電気設備・電気代・人工含む）

（B-8-2）設置費 妥当（円／台）

H27 R5



 

 

 

 

  

- 10 20 30 40 50

1万円/台未満

1万円～10万円/台

10万円～20万円/台

20万円～30万円/台

30万円～40万円/台

40万円～50万円/台

50万円/台以上

その他・不明ほか

回答数（件）

（B-8） （（A-2）で「水位計」が1台以上有ると答えた方）

水位計1台当たりの現状及び妥当な設置費、維持管理費をご回答ください。

（概算、材工・電気設備・電気代・人工含む）

（B-8-3） 維持管理費 現状（円／台／年）

H27 R5

- 10 20 30 40 50

1万円/台未満

1万円～10万円/台

10万円～20万円/台

20万円～30万円/台

30万円～40万円/台

40万円～50万円/台

50万円/台以上

その他・不明ほか

回答数（件）

（B-8） （（A-2）で「水位計」が1台以上有ると答えた方）

水位計1台当たりの現状及び妥当な設置費、維持管理費をご回答ください。

（概算、材工・電気設備・電気代・人工含む）

（B-8-4） 維持管理費 妥当（円／台／年）

H27 R5



 

 

 

  

11

5

71

54

82

59

- 10 20 30 40 50 60 70 80 90

R5

H27

回答数（件）

（B-9） （（B-1）で「a. 有り」と答えた方）

独自の工夫や改善方法の有無を選択してください。

また、「有り」を選択した場合は、その方法を回答ください。

a. 有り b. 無し

- 1 2

ノーケン製からJFE製に交換

枝葉などの引っ掛かりがないかを含めて定期的な点検を

実施している

新しい設備は導入せず、現状設備を修繕し経費削減をし

ている

水位計防波管内をホースによる水打ち洗浄、堆積スカム

の掻揚除去

耐圧仕様に変更

直営の点検にて、夾雑物の付着を取り除いている

投込式を電波式に変更

防波管取付け・設置位置の検討

予旋回槽の設置

予備機の設置の必要性

浚渫対応（砂の除去）

回答数（件）

（B-9） （（B-1）で「a. 有り」と答えた方）独自の工夫や改善方法の有無を選択してください。また、

「有り」を選択した場合は、その方法を回答ください。

「有り」回答内容



 

質問Ｃ：その他 

 

 

（３）アンケートの考察 

質問Ａ：観測情報の蓄積について 

１）H27 と比較して、下水道管渠内の水位等の観測情報を蓄積している団体が約 47%増加

している（139 件→205 件）。H27 改正水防法における「水位周知下水道の指定」等を

受けて、内水氾濫危険水位の提供等を目的として、観測情報の蓄積に関する取組みが

水平展開されていると考えられる。 （質問 A-1 より） 

２）下水処理場内の中央監視室等で収集した観測情報を管理しており、特にクラウド上で

管理している回答が多くあった。ICT を活用した遠方監視技術が広く水平展開されて

いると考えられる。 （質問 A-6-1 より） 

３）観測情報を蓄積する目的は「ポンプやゲート等の運転制御」が最も多く、H27 と比較

しても、同様の傾向であった。一方で、H27 では回答がなかった「地下街管理者への

情報提供」や「要配慮者利用施設への情報提供」（R5 回答新設）への回答もあり、近

年の豪雨対策（ソフト対策）の一環として、観測情報を利用している事例として有効

であると考えられる。 （質問 A-7-1 より） 

 

質問Ｂ：計測器の維持管理について 

１）定期的に計測器の点検やメンテナンスが実施されている一方で、維持管理費の問題等

により、「点検で不具合が発見された場合にメンテナンスを実施」している回答等も

あった。 （質問 B-7-1～B-7-2 より） 

 

質問Ｃ：その他（河川等の外水位の観測情報）について 

１）H27 と比較して、河川等の外水位の観測情報を蓄積している回答が増加していた。（質

問 C-1 より） 

236

77

600

86

836

163

- 100 200 300 400 500 600 700 800 900

R5

H27

回答数（件）

（C-1） 河川等の外水位の観測情報の有無を選択してください。

a. 有り b. 無し



 

 

 

 

 

 

 

 

３-２．トリガー情報の設定有無・利活用実態調査（アンケート調査）結果 



 

（１）アンケート調査の概要 

１）目的  ：避難に資するトリガー情報の設定有無、内容、利活用方法等を把握 

２）調査期間：令和5年11月8日（水）～令和5年12月1日（金） 

３）調査対象：「下水道管渠内水位等の観測情報の蓄積に係るアンケート」のフォローア

ップ調査（３-１．水位計等観測実態調査（アンケート調査）結果）で

「下水道管渠内水位等の観測情報を蓄積している（A-1）」と回答があっ

た地方公共団体（205団体） 

４）回答方法：公益財団法人日本下水道新技術機構が管理するＷＥＢ画面または電子メー

ル 

５）回答数 ：160件 

６）集計期間：令和5年12月4日（月）～令和5年12月8日（金） 

 

【調査項目】 

①トリガー情報の設定について 

ⅰ）トリガー情報の設定有無 

ⅱ）トリガー情報の種類 

・降雨量、浸水深、下水道管渠内の水位、ポンプ場内の水位、下水道管渠内の流量、 

放流先の河川等の水位 

ⅲ）トリガー情報の設定値の根拠 

・過年度の浸水実績、浸水シミュレーション、他部局との協議・調整 

ⅳ）トリガー情報の種類 

・浸水想定施設（一般家屋、地下街、要配慮者利用施設等）の分類ごとに設定、 

浸水想定施設の分類に関係なく一律に設定 

②水位等の観測情報の利活用について 

ⅰ）下水道事業において浸水対策技術のうち利用しているもの 

・降雨計測、管内流速計測、浸水計測、降雨予測、流出解析、浸水予測、 

施設運転支援 

ⅱ）浸水対策技術の利用目的 

・流出解析・浸水予測、施設の計画・設計、内水ハザードマップの作成、 

施設運転（自動制御以外）、施設運転の自動制御、雨天時の下水道管理者の対応、 

雨天時の他部局への情報提供、雨天時の住民等への情報配信 

 

  



 

（２）アンケート集計結果 

 

質問Ａ：トリガー情報の設定について 

 

 

 

  

15 155 170

- 20 40 60 80 100 120 140 160 180

R5

回答数（件）

（A-1）下水道による豪雨対策（ソフト対策）の一環で、住民の避難要否の判断に資する

トリガー情報の設定有無を選択してください。

a. 有り b. 無し

2 1 8 3 1 6 4 25

- 5 10 15 20 25 30

R5

回答数（件）

（A-2） （（A-1）で「a. 有り」と答えた方）

トリガー情報の種類を選択してください。（複数回答可）

a. 降雨量 b. 浸水深

c. 下水道管渠内の水位 d. ポンプ場内の水位

e. 下水道管渠内の流量 f. 放流先の河川等の水位

z. その他

- 1 2 3

雨水ポンプの稼働状況

河川水位情報による警報

インターネットでの水位情報の公表（常時）

未回答

回答数（件）

（A-2） （（A-1）で「a. 有り」と答えた方）トリガー情報の種類を選択してください。（複数回答可）

その他回答内容



 

 

 

 

  

3 4 6 4 17

- 2 4 6 8 10 12 14 16 18

R5

回答数（件）

（A-3） （（A-1）で「a. 有り」と答えた方）

トリガー情報の設定値の根拠を選択してください。（複数回答可）

a. 過年度の浸水実績 b. 浸水シミュレーション

c. 他部局との協議・調整 z. その他

- 1 2 3

トリガー情報の設定値なし

雨水ポンプの稼働の有無

自主防災組織の避難基準マニュアル

独自設定（防災部局）

回答数（件）

（A-3） （（A-1）で「a. 有り」と答えた方）

トリガー情報の設定値の根拠を選択してください。（複数回答可）

その他回答内容

2 9 4 15

- 2 4 6 8 10 12 14 16

R5

回答数（件）

（A-4） （（A-1）で「a. 有り」と答えた方）

トリガー情報を設定する際のリードタイムの考え方を選択してください。

a. 浸水想定施設（一般家屋、地下街、要配慮者利用施設等）の分類ごとに設定

b. 浸水想定施設の分類に関係なく一律に設定

z. その他



 

 

質問Ｂ：水位計等の観測情報の利活用について 

 

 

 

  

- 1 2 3

浸水SML（15分前の下水道管渠内水位）

浸水想定施設ごとに設定（地下街1箇所のみ）

特になし

内水の基準なし

回答数（件）

（A-4） （（A-1）で「a. 有り」と答えた方）

トリガー情報を設定する際のリードタイムの考え方を選択してください。

その他回答内容

80 14 21 39 30 34 5 223

- 50 100 150 200 250

R5

回答数（件）

（B-1）下水道事業において浸水対策技術①～⑦のうち利用しているものを選択してください。

（複数回答可）

①降雨計測 ②管内流速計測 ③浸水計測 ④降雨予測

⑤流出解析 ⑥浸水予測 ⑦施設運転支援

-

10

20

30

40

50

60

（a）

流出解析・

浸水予測

（b-1）

施設の

計画・設計

（b-2）

内水HMの

作成

（c-1）

施設運転

（自動制御以外）

（c-2）

施設運転の

自動制御

（c-3）

雨天時の

下水道管理者の

対応

（c-4）

雨天時の

他部局への

情報提供

（c-5）

雨天時の

住民等への

情報配信

（d）

その他

回答数（件） （B-2）（B-1）で選択したそれぞれの技術について利用目的を選択してください。

①降雨計測 ②管内流速計測 ③浸水計測 ④降雨予測 ⑤流出解析 ⑥浸水予測 ⑦施設運転支援



 

 

 

 

（３）アンケートの考察 

質問Ａ：トリガー情報の設定について 

１）住民の避難要否の判断に資するトリガー情報を設定している団体は 15 団体（約 9%）

に留まり、下水道部局がトリガー情報を設定している団体は少ないと考えられる。ト

リガー情報の種類は「下水道管渠内の水位」が最も多かった。 （質問 A-1・A-2 よ

り） 

２）トリガー情報の設定値の根拠は「他部局との協議・調整」「浸水シミュレーション」

「過年度の浸水実績」であった。また、トリガー情報を設定する際のリードタイムの

考え方は「浸水想定施設の分類に関係なく一律に設定」している団体がほとんどであ

り、「浸水想定施設の分類ごとに設定」している団体は、A団体（河川水位：他部局と

の協議・調整）と B 団体（下水道管渠内水位：浸水シミュレーション）であった。 

（質問 A-3・A-4 より） 

 

質問Ｂ：観測情報の利活用について 

１）浸水対策技術として最も多く利用されている技術は「①降雨計測」（転倒ます型雨量

計、レーダ雨量計）であり、次いで「④降雨予測」、「⑥浸水予測」、「⑤流出解析」で

あった。令和 7年度末までに、浸水対策を実施するすべての団体（約 1,100 団体）で

（B-3） その他の利用目的

①降雨計測

■降雨データの蓄積　■施設運転の後日検証用

■事後検証　■状況監視及び施設運転（自動制御）

■ポンプ場流入水量（ポンプ運転台数）の目安程度として利用している。

②管内流速計測 ■管内に流行流速計を設置して、逆流情報を提供している。

③浸水計測

■（危機管理型水位計）河川氾濫予測災害感知システムの精度向上

■事後検証

■雨水ポンプ場内に水位計を設置し、水位によりポンプの自動運転を制御している。

　また、稼働状況について監視システムで監視ができ、警報・復帰の発報が可能である。

■豪雨後の管内最大水位を把握することにより、今後の対策検討の資料とする。

■貯留量等整備効果の見える化、流入・分水状況及び堰高等改善の要否の把握、

　浸水リスクの把握等を目的に雨水貯留施設内に水位計を設置し、水位と貯留量をリアルタイムで

　計測している。現在、水位計設置工事を進めているところであり、計画箇所への水位計設置

　完了後、蓄積データを施設関係課で共有し活用する予定である。

④降雨予測 ■事後検証

⑤流出解析 ■事後検証

⑥浸水予測

■（RRIモデルを使用した河川氾濫予測災害感知システム）住民避難の判断材料

■浸水予測モデル（InfoWorks ICM）を用いた計画降雨時の管内水位変動のシミュレーション結果

　から、施設運転（各接続施設ゲート開閉及び排水ポンプ運転）の自動制御を行っている。

⑦施設運転支援 －

（B-3）
(B-2)で「（d）その他」を選択した場合は、具体的な利用目的を記載してください。



 

内水浸水想定区域図を作成する必要があることから、「⑥浸水予測」や「⑤流出解析」

に観測情報を活用する団体も増加していると考えられる。（質問 B-1 より） 

２）①～⑦の浸水対策技術のうち、利用されている事例が多かった①降雨計測や④降雨予

測技術は、（a）流出解析・浸水予測、（c-1）施設運転（自動制御以外）、（c-3）雨天時

の下水道管理者の対応のために利用されている状況であった。（質問 B-2 より） 

３）①～⑦の浸水対策技術の利用目的のうち、（c-4）雨天時の他部局への情報提供や（c-

5）雨天時の住民等への情報配信のように、避難に資するトリガー情報の利活用の観

点では、①降雨計測、③浸水計測、④降雨予測技術が利用されている状況であった。

（質問 B-2 より） 

 


